
■伊賀市及び三重県・JAの各種農業振興計画の方向性

食料安全保障の確保
環境と調和のとれた
食料システムの確立

農業の持続的な発展 農　村　の　振　興

(1)食料の円滑な入手の確保（輸送手段の確保）
(2)農産物・農業資材の安定的な輸入の確保
  （輸入相手国の多様化、投資の促進等）
(3)収益性の向上に資する農産物の輸出の促進
(4)価格形成における費用の考慮のための食料シ
 　ステムの関係者の理解の増進、費用の明確化
　 の促進

(1)農業生産活動、食品産業の事業活動における
　 環境への負荷の低減の促進

(1)多様な農業者による農地の確保
(2)農業法人の経営基盤の強化
(3)農地の集団化・適正利用
(4)農業生産の基盤の保全
(5)スマート農業等を活用した生産性の向上
(6)農産物の付加価値の向上
(7)サービス事業体の活動促進
(8)家畜の伝染性疾病・有害動植物の発生予防
(9)農業資材の価格変動への影響緩和

(1)農地の保全に資する共同活動の促進
(2)地域の資源を活用した事業活動の促進
(3)農泊の促進
(4)農福連携の環境整備
(5)鳥獣害対策
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伊賀市及び関係機関（三重県、JAいがふるさと）の各種農業振興計画（※）より、伊賀市の農業・農村を取り巻く各方針の内容・傾向を、「食料・農業・農村基本法」における基本理念（「食料安全保障の確保」、
「環境との調和のとれた食料システムの確立」、「農業の持続的な発展」、「農村の振興」）ごとに整理した。

（※）【伊賀市】第3次伊賀市総合計画（令和7年9月）、伊賀市産業振興条例（令和4年9月）、伊賀市農業振興地域整備計画（令和7年9月）、農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想（令和5年9月）、
　　　　地域計画（伊賀市内28地域97農業集落ごとに策定）（令和7年）、令和7年度伊賀市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン、伊賀市有機農業実施計画（令和6年度～令和10年度）、伊賀市食育推進計画（令和4年11月）
　　　【三重県】三重県食を担う農業及び農村の活性化に関する基本計画（令和2年3月）、三重県果樹農業振興計画（令和7年12月）、【JAいがふるさと】第2次地域農業振興構想（2025年度～2030年度）
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①生産者や企業等の関係者との

連携を強化による販路拡大

②国際認証やブランド化による

海外市場をターゲットとした

戦略的なプロモーションの促

進

③有機農産物等の流通システム

の確立

食料安全保障の確保

①減農薬や効率的な施肥等に

よる環境にやさしい農産物

や有機栽培を推奨

②耕種・畜産農家による耕畜

連携を推進し、資源循環型

農業に取り組む

③農作物の環境負荷低減の取

り組みを星の数でラベル表

示する「見える化」を推進

環境と調和のとれた

食料システムの確立

①担い手への農地集約、規模拡

大を加速化

②スマート農業の実装による作

業の省力化推進

③農産物のブランド化促進と高

品種かつ良質な農畜産物の生

産を推進

④農業基盤の整備による作業効

率の向上及び生産コストの削

減に寄与

⑤家畜伝染病の発生防止と農家

の衛生意識向上、ウイルス蔓

延防止対策の徹底

農業の持続的な発展

①農福連携の効果を生かし、農

業分野への就労拡大を促進

②農業用施設の維持管理に向け

た地域内連携を強化

③地元資源を活用したビジネス

の創出を支援

④野生鳥獣の生息数管理や侵入

防止柵等の設置、捕獲技術の

継承など、獣害につよい農村

づくりに取り組む

⑤農業・農村が有する多面的機

能発揮に向けた取組を支援

⑥農産物の加工商品の開発等、

6次産業化による認知度向上

農村の振興

　　　　　　　　　　　　 　令和8年1月16日
第3回伊賀市夢のある農業振興計画策定委員会
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